
 

（付表１） 

未来の科学者育成推進業務（出前授業）授業例一覧 

・これまで実施した一例であるため、発注者と協議の上授業メニューを決定すること 

 

番号 分野 題名 内容 関連する単元 
所要 

時間 

1 物理 

かんづめころり

ん ～どっちが

速く転がるか？

～ 

・様々なものを転がして、どちらが

速く転がり落ちるかを予想する

中から、自然界に潜む法則性を

子ども達自身が発見する過程を

楽しむ演示実験 

・中 3 「力学的エネ

ルギー」     
１時間 

2 物理 

君も使えるハン

ドパワー～浮沈

子を作って遊ぼ

う～ 

・魚型の醤油入れを使った浮沈子

をつくり、ペットボトルの中で

上下させる。おもちゃを通して、

パスカルの原理・アルキメデス

の法則・ボイルの法則などを学

ぶ。 

・小 4「空気と水の性

質」 

・中 3「力のつり合い

と合成・分解」     

１時間 

3 物理 
電気を通すもの・

通さないもの 

・身の回りのいろいろなもの（コイ

ン・紙幣・磁石・銀紙・金紙・ポ

テチの袋・水・油・各種溶液 etc）

が電気を通すか通さないかを調

べる。 

・小 3 「電気の通り

道」 

・小 4 「電流の働き」 

・中 2 「電流」、 「物

質の成り立ち」 

・中 3 「水溶液とイ

オン」     

１時間 

4 物理 
手回し発電機で

遊ぼう 

 手回し発電機を使って、明るい

ほど大きなエネルギーを必要と

することを実感する実験を行

う。実験を通して、電気回路の基

本と電気・光・力学的エネルギー

などの変換について学ぶ。 

・小 6「電気の利用」 

・中 2「電流」 

・中 3「力学的エネル

ギー」     

１時間 

5 物理 
光を学んで虹色

万華鏡を作ろう 

 回折格子を使って、色々な光の

スペクトルを観察し、バネのモ

デルを使って、光は波動であり、

色々な波長があること、および、

波長によって光のエネルギーの

大きさが違うことを学ぶ。 

・中 1 「光と音」 

・中 2 「電流と磁界」 

・中 3 「力学的エネ

ルギー」 

１時間 



 

番号 分野 題名 内容 関連する単元 
所要 

時間 

6 物理 
笛はどうして鳴

るの？ 

 管楽器ストローを鳴らす事で、 

①音を出すものは震えており、

笛は管の中の空気が震えている

こと②音の高さは空気柱の長さ

で変わること③空気柱の長さが

変わると震えの数が変わること

から、音の高さは震えの数で決

まること④震えの数を変えるこ

とで音階ができることを学ぶ。 

・小 3 「光と音の性

質」 

・中 1 「光と音」     

１時間 

7 物理 
浮き沈みの科学

について 

 ものの浮き沈みは、大きさだけ

で決まるのでも重さだけで決ま

るのではなく、密度で決まる事

を学ぶ。野菜や果物（浮くもの･

沈むもの）を中心にして、浮き沈

みの法則を導き出す。 

・小 3 「物と重さ」   

・中 3 「力のつり合

いと合成・分解」     

１時間 

8 物理 

無重力を教室で

〜自分でできる  

無重力実験〜 

 移動式無重力発生装置を教室に

設置し、約 0.5 秒間の無重力空

間を作る。無重力空間内での

様々な現象を、ビデオカメラと

プロジェクターを使ってリアル

タイムで観察する。 

・中 3 「力学的エネ

ルギー」 
１時間 

9 化学 

尿素結晶の花を

咲かせよう＋塩

化アンモニウム

の雪を降らせよ

う～飽和溶液か

ら結晶を析出さ

せる～ 

 尿素の飽和溶液を紙やモールで

作った土台にしみこませ、水を

蒸発させて花のように結晶させ

る。尿素結晶が析出する間に、塩

化アンモニウムの飽和溶液をゆ

っくり冷やして析出する結晶が

雪のように見える現象を観察す

る。 

・小 5 「物の溶け方」 

・中 1 「水溶液」     

連続 

２時間 

10 化学 
ドライアイスで

遊ぼう 

 ドライアイスとエタノールを寒

剤として、花びら・ゴムボール・

バナナなどを約－70℃に冷却

し、低温でどう変化するかを観

察する。 

・小 4 「金属、

水、空気と温度」 

・中 1「物質のすが

た」、「状態変化」 

１時間 



 

番号 分野 題名 内容 関連する単元 
所要 

時間 

11 化学 

電池って何だろ

う？ ～いろい

ろな電池を作っ

てみよう～ 

 果物電池・77 円電池・備長炭電

池など様々な電池を作って、電

池の基本的な仕組みについて学

ぶ。 

・小 4 「電流の働き」 

・小 6 「電気の利用」 

・中 3 「水溶液とイ

オン」、「化学変化

と電池」 

１時間

～ 

２時間 

12 化学 

紫キャベツでレ

インボー～身近

なものの酸性・ア

ルカリ性～ 

 紫キャベツの色素を指示薬とし

て、身近な溶液の酸性・アルカリ

性とその程度を調べる。 

・小 6 「水溶液の性

質」 

・中 3 「水溶液とイ

オン」   

１時間

～ 

２時間 

13 化学 
藍染めをしてみ

よう 

 藍染めの過程の、空気酸化によ

る劇的な化学変化を観察する。 
・中 2 「化学変化」 １時間 

14 化学 

メスシリンダー

で雪を観察しよ

う（飽和溶液から

の再結晶につい

て） 

 100ml メスシリンダーに温度の

高い塩化アンモニウムの飽和溶

液を満たし、そのまま静かに放

置して外気でゆっくり冷やすこ

とで、豪雪の様に舞い降りる様

を観察する。 

・小 5 「物の溶け方」 

・中 1 「水溶液」   
１時間 

15 化学 

金・銀・銅の花を

化学の力で作っ

てみよう 

 銅板で作った「銅の花」、亜鉛メ

ッキの「銀色の花」、アルコール

ランプで加熱し、しんちゅうの

「黄金の花」作る。 

・中 1 「物質のすが

た」 

・中 2 「物質の成り

立ち」   

連続 

２時間 

16 化学 
-１９６℃の世界

を知ろう 

 液体窒素を使って極低温の世界

での現象を観察・体験する。 

 液体↔気体の大きな体積変化を

体験し、水→水蒸気の体積変化

が（火力・原子力）発電の根幹で

ある事を認識する。 

・小 4 「金属,水,空

気と温度」 

・中 1 「状態変化」   

連続 

２時間 

17 生物 

目の前の赤い丸

ホントに赤い？

ホントに丸い？

～私たちは脳で

 錯視という現象を通じて、視覚

が脳に生じることを確認する。 

・中 2「動物の体のつ

くりと働き」 

１時間

～ 

２時間 



 

番号 分野 題名 内容 関連する単元 
所要 

時間 

ものを見ている

～ 

18 生物 

にぼしの解剖～

イワシもヒトも 

からだのつくり

の基本は同じ～ 

 大型の煮干しを手とピンセット

程度の道具で解剖する。 

・小 4 「人の体のつ

くりと運動」 

・小 6 「人の体のつ

くりと働き」 

・中 2 「動物の体の

つくりと働き」 

・中 3「生物の種類の

多様性と進化」 

１時間

～ 

２時間 

19 生物 
チリメンモンス

ターを探そう 

 粗製チリメンジャコから２０種

近いチリメンモンスターを選り

だして、紙皿に固定して標本を

作る。 

・小５「動物の誕生」 

・中２「動物のなか

まと生物の進化」 

・中３「自然界の釣

合」 

連続 

２時間 

20 生物 

煮干し(ダシじゃ

こ)を解剖してみ

よう 

 10ｃｍ程度の大きな煮干しを、

手指とピンセットを用いて解剖

する。 

・小 4「人の体のつく

りと運動」 

・小 6「人の体のつく

りと働き」 

・中 2「動物の体のつ

くりと働き」 

・中 3「生物の種類の

多様性と進化」 

連続 

２時間 

21 生物 

葉脈の標本（道

管・篩管）をつく

ってみよう 

 ヒイラギモクセイの葉を水酸化

ナトリウムで、加水分解し、道管

と、師管を台紙の表裏に分けて

貼り、シールを作る。 

・小 6「植物の養分と

水の通り道」 

・中 2「植物のつくり

とはたらき」 

連続 

２時間 

22 地学 

恐るべき大気の

力～君は空気の

力に勝てるか～ 

 大気圧は空気分子の衝突が原因

で、１㎠当たり１㎏であり、非常

に大きな力であることを実験を

通して学ぶ。 

・小 4 「空気と水の

性質」  

・中 2 「気象観測」   

１時間 



 

番号 分野 題名 内容 関連する単元 
所要 

時間 

23 地学 宇宙を眺める 
 天体の姿や天文現象を、プロジ

ェクターを使って解説する。 

・小 4 「月と星」 

・中 3 「太陽系と恒

星」   

１時間 

24 地学 地球を眺める 

 地球の姿や地球の成り立ち、地

球上の現象(地震や火山活動な

ど）を、プロジェクターを使って

解説する。 

・小 6 「土地のつ

くりと変化」 

・中 1 「火山と地

震」、「自然の恵み

と火山災害・地震

災害」 

・中 2 「自然の恵

みと気象災害」 

・中 3 「生物と環

境」、「自然環境の

保全と科学技術の

利用」   

１時間 

25 地学 
化石のレプリカ

を作ろう 

 古生代の代表生物である三葉虫

と、陸上で恐竜の栄えた中生代

に海中の覇者であったアンモナ

イトの美しい化石のレプリカを

作る。 

・小 6 「土地のつく

りと変化」 

・中 1 「地層の重な

りと過去の様子」  

連続 

２時間 

26 地学 
木の葉の化石を

探してみよう 

 １０万年前の地層（栃木県那須

塩原）から入手した原石(木の葉

石と呼ばれている）を、タガネと

ハンマーで砕いて化石を取り出

す。 

・小 6 「土地のつく

りと変化」 

・中 1 「地層の重な

りと過去の様子」  

連続 

２時間 

 


